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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 9日 (2006.11.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 と 、
　 該 基 板 上 に 設 け ら れ た 第 １ の 金 属 下 地 層 、 該 第 １ の 金 属 下 地 層 上 に 設 け ら れ 、 開 孔 を も
つ 第 ２ の 金 属 下 地 層 、 及 び 該 第 ２ の 金 属 下 地 層 上 に 設 け ら れ 、 該 第 １ の 金 属 下 地 層 に 対 し
固 溶 性 を 有 し 、 か つ 該 第 ２ の 金 属 下 地 層 に 対 し 非 固 溶 性 を 有 す る 第 ３ の 金 属 下 地 層 を 含 む
多 層 下 地 層 と 、
　 該 多 層 下 地 層 上 に 設 け ら れ た 磁 気 記 録 層 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 垂 直 磁 気 記 録 媒
体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 金 属 下 地 層 及 び 前 記 第 ３ の 金 属 下 地 層 は 、 六 方 最 密 充 填 構 造 ま た は 面 心 立 方
格 子 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 垂 直 磁 気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ３ の 金 属 下 地 層 は 、 ル テ ニ ウ ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 垂 直 磁
気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ル テ ニ ウ ム の 結 晶 粒 径 が ８ ｎ ｍ 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 垂 直
磁 気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の 金 属 下 地 層 は 、 銅 、 銀 、 及 び 金 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ に 記 載 の 垂 直 磁 気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ の 金 属 下 地 層 は 、 銅 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 垂 直 磁 気 記 録 媒
体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の 金 属 下 地 層 の 開 孔 に 、 さ ら に 酸 化 物 層 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ な い し ６ の



い ず れ か １ 項 に 記 載 の 垂 直 磁 気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 酸 化 物 は 、 チ タ ン 酸 化 物 で あ る 請 求 項 ７ に 記 載 の 垂 直 磁 気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 金 属 下 地 層 は 、 六 方 最 密 充 填 構 造 及 び 面 心 立 方 格 子 構 造 の う ち １ つ で あ る 請
求 項 １ な い し ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 垂 直 磁 気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 金 属 下 地 層 は 、 チ タ ン 、 ニ ッ ケ ル 、 パ ラ ジ ウ ム 、 及 び 白 金 か ら な る 群 か ら 選
択 さ れ る 請 求 項 １ な い し ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 垂 直 磁 気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ の 金 属 層 は 、 そ の 平 均 層 厚 が そ の 十 点 平 均 粗 さ Ｒ ｚ よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ な い し １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 垂 直 磁 気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 基 板 と 、 前 記 第 １ の 金 属 下 地 層 と の 間 に 軟 磁 性 層 を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ な い し １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 垂 直 磁 気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ な い し １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 垂 直 磁 気 記 録 媒 体 と 、 単 磁 極 型 磁 気 ヘ ッ ド
と を 具 備 す る 垂 直 磁 気 記 録 再 生 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ６ 】
　 ｎ ｍ 相 当 の 平 均 層 厚 で ス パ ッ タ リ ン グ さ れ た 上 記 Ｃ ｕ 層 の 上 に 、 第 ３ の 金 属 下 地 層 と
し て 、 Ｒ ｕ を 平 均 層 厚 で ２ ｎ ｍ 相 当 ま で ス パ ッ タ リ ン グ し た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ま た 、 Ｘ Ｒ Ｄ に よ り Ｒ ｕ 層 の 結 晶 配 向 の 評 価 を 行 っ た と こ ろ 、 開 孔 を 有 す る Ｃ ｕ 層 を 設
け た 場 合 で も 、 開 孔 を 有 す る Ｃ ｕ 層 が な い 場 合 と 同 じ く ら い 良 好 な 配 向 が 得 ら れ た 。 上 述
の 構 造 解 析 の 結 果 に 加 え 、 Ｒ ｕ 粒 子 の 方 が Ｃ ｕ 粒 子 よ り も 粒 径 が 小 さ く か つ 密 度 も 高 い こ
と か ら 推 定 し て も 、 Ｒ ｕ 層 は Ｔ ｉ 層 上 だ け で は な く Ｃ ｕ 層 の 上 に も 形 成 さ れ て い る こ と は
明 ら か で あ る 。 お よ び 、 Ｃ ｕ 層 の 結 晶 性 が 悪 い か （ １ １ １ ） 配 向 で は な か っ た 場 合 に は そ
の 上 の Ｒ ｕ 層 の 結 晶 配 向 が 悪 化 す る こ と は 容 易 に 想 像 で き る 。 よ っ て 、 Ｃ ｕ の 量 が 少 な い
た め に Ｘ Ｒ Ｄ で Ｃ ｕ 自 体 の ピ ー ク を 得 る こ と は 難 し い も の の 、 Ｒ ｕ 層 が 結 晶 性 が 良 好 な 状
態 で （ ０ ０ ． ２ ） 配 向 し て い る と い う 結 果 は 、 Ｃ ｕ 層 の （ １ １ １ ） 配 向 、 お よ び そ の 良 好
な 結 晶 性 、 さ ら に Ｃ ｕ 層 上 の Ｒ ｕ 結 晶 粒 子 の エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 を 表 し て い る と い う こ と
が で き る 。 言 い 換 え る と 、 Ｃ ｕ 層 の 結 晶 構 造 お よ び 結 晶 性 は 重 要 な 役 割 を 果 た し て お り 、

層 の 結 晶 構 造 が 、 ｈ ｃ ｐ ま た は ｆ ｃ ｃ の よ う な 最 密 構 造 で あ れ ば 、 そ の 前 に 形 成 さ れ
る 金 属 層 の 結 晶 構 造 も 最 密 構 造 で あ る の が 好 ま し く 、 結 晶 性 も 高 い 方 が 好 ま し い と 考 え ら
れ る 。
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